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近年の全身化学療法の進歩は、様々な変化をもたらしている。とくに免疫チェ

ックポイント阻害剤の進歩は、緩和的化学療法として、生存期間の延長効果をも

たらすのみでなく、Conversion 手術を併用することで、治癒を期待できるケー

スもあることが報告されている。しかし、どのような患者にどのようなタイミン

グで、どのような治療を行うことが適切なのか、不明な点も多い。本セッション

では、臓器および職種横断的なディスカッションにてこの CQ を掘り下げていき

たい。 


